
レイキャビク市内風景（２） 



国立コンサートホールHarpaアルパ 



補足事項 
【エネルギー局】 
・アイスランドでは1970年代の石油危機の際にエネルギー政策の

意識を変える必要に迫られ、水力と地熱にシフトした。それから４０
年が経過し、エネルギーの８割以上を地熱と水力でまかなうまでに
至った。 
・日本も東日本大震災を受けて、新しい方法を検討していけばよい。 
・原子力発電は1950年代に検討したが、現在は必要ないと考えて
いる。 

【レイキャビック・エナジー社】 
・レイキャビク市への温水パイプラインの建設は１９３９年に開始し、 

総延長は３２ｋｍ。毎秒５６０リットルを輸送し、景観配慮のため基
本は地下埋設。 



【商工省】 

・アイスランドの収入 １位：アルミニウム工場、２位：観光、３位：漁
業 

・電気が余っているため、アルミニウムなどの工場誘致ではなく、海
底ケーブルによる電気輸出を計画している。 

・発電量を増加させることは可能なので、農業用温室を増やし電気
自動車への切り替えなどを考えている。 

【環境省】 

・国土の２０％が自然保護地域、地熱発電所はなるべく公園の外に
建設し、送電線も景観を配慮し、基本は地下埋設。 

・地熱発電所はデザイン性も考え、現在は観光地として成立してい
る。 



（６）日本での地熱利用を考える 







国内最大の地熱発電所である九州電力 
八丁原発電所＝大分県九重町 

東北水力地熱株式会社 
松川発電所＝岩手県八幡平市 



報告は以上です。ありがとうございました。 
アイスランドはとっても面白い国でした。 

みなさんも、ぜひぜひ！ 


